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に端を発した米国発の金融危機は、世界的な規模にまで拡大し、いまだに世界経済の先行きには不透明なものがある。ところで、今回の金融危機によって一九九七年のアジア通貨危機を思い起こした人々も多かったのではなかろうか。この通貨危機の発生直後からその要因分析が開始されたが、直接的な要因としては硬直的な為替相場制度、短期資本の流出入、流動性の不足等があげられた。一方、通貨危機により本質的に関わったと考えられる構造的 要因として、国内債券市場 未発達とそれに密接に関連する 「ダブル ・ ミスマッチ」 の顕在化が指摘さ 。ダブル ・ミスマッチとは、借り入れ国の銀行が先進国の金融機関から外貨建て短期借り入れを行い、それを自国通貨に転換して長期貸 付けを行うという、 「通貨のミスマッチ」と「期

























月）は、アジア債権市場の育成には、高い国債保有シェアを保持し、審査能力も有する民間商業 の活用が不可欠であるとの観点から、民間が主導する銀行融資市場と債券市場融合を提唱する。小川英治編『 ジア・ボンドの経済学―債券市場の発展を目指して』 （東洋経済新報社
　
二〇〇九年五月）は、ＡＢＭＩおよびＡＢＦ 取りあげて、その分析・評価を行うとともに、アジア債券市場育成のための方策を多面的に考察する。一橋大学大学院商学研究科が野村證券株式会社より受けた寄附講義の一環として進められた国際共同研究プロジェクトの 果である。一三人が寄稿 現時点での研究の水準を示すものといえるであろう。
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